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米と繭の生産構造
高冷地集団桑園地帯にお：ナる農業の構造分析

大　迫　輝　通

1　は　じ　め　に

　わか国の農業は，従来，米作中心の誹舌重農：裳である二とが，その最も特i致

的な性格をなしており，一般に，稲以クトの作物の栽培▽任営は，すべて従属

的ないしは副業的な存在と考えられてきた。したが・・て、養蚕，果｛封そJ’）他

の園芸ならびに酪農等の商業的農業も，多くの場合，主穀生産を主とする多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リヨ角経営の一環として取り入れられており，いわゆる「米と蘭」の語も，この

ような意味においての一1イ・的な経営構造を示づ司ので，両部門CD発展経□は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごり稲作の独往的展開に追随し適応する形態のもとに展間してきた。

　ところで，近年，これらの商業的な農業生産の発展はとくに著しく，そiL

とともに、特定作物の栽培ないしは経営の地域的な集中とj也域分化が顕篶に

進展しているが，このような傾向は，昭和36年の農業基本法の制定と，こ．｝し

に続く股コミ構造改遮’ll：茉の施行に伴う基盤整備と特定作Hの選択的拡大によ

ってい・・そう促進されつつあり，また，45年度から始主る，本｛：各的な米の生

産調整の実施を前にして，更に強まってい乙ように思わ1しる。

　近年のわが川における，農業をめぐる経済的，社会的また政治的なこのよ

うな状況についてみるとき，はじめに述べたような．オこ作中心のわが国巽》ご

の伝統的な性格と傾向のうえに，今後，著しい変容が」二川される。

　筆者は既に，　「米と繭」の問題に関しては，農業地理，とくに土地利IUの

面から，桑園の水田化とその立地移動を中心に，いくつかの地域調査と分折
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2　　米と繭の生産構造

　　　　　　　側4｝
を行なってきたが，本稿もまたこれらに続くものである。但し，今回は地域

をミクロにしぼり，問題を土地利用に限らず，転換期にある米作と養蚕経営

の構造の，より詳細な分析をも試みたつもりである。

注（1）山田勝次郎：米と繭の経済構造昭・23．

　（2）金沢夏樹：稲作経営の展開構造　1958P．183．

　③　拙稿：吉野川中流域における桑園の衰退と立地移動に関する諸問題　人文地理

　　16－3昭・39．

　（4）拙稿：松本平烏川扇状地における桑園の水田化　人文地理　18－5昭・41．

1

H　岐阜県における集団桑園

　　　　　　　　　　くめ
　岐阜県の養蚕は，43年についてみると，桑園面積は4，0e6．69haで，群馬・

長野・福島・埼玉・山梨・山形・熊本・茨城の諸県に次いで第9位，また収

繭量については，3，422．83tで，群馬・長野・埼玉・山梨・福島・熊本・山

形・茨城に続き，これも9位で，それぞれ全国の2．5％と2．9％を占めてい

るo

　桑園面積ならびに収繭量の最大期は，全国と同じく，昭和5年であるが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
当時においてはそれぞれ8位と5位で，全国の3．6％と4．1％を占めており，

今日，その相対的地位はいずれも低下しているが，とくに後者において著し

い。当時の桑園面積，収繭量に対し，現在の割合（指数）は，前者が16，後

者が19で，全国の23と30に対し，これも収繭量において減少がめだってい

る。桑園に比べ，とくに収繭量においてみられるこのような減少と相対的地

位の低下は，桑園の生産性（土地生産性）の停滞ないしは低下によるが，これ

については更にあとで述べる。

　第1表は，岐阜県におけるこのような変遷を市郡別に示したものである

が，最盛期以降，西濃の木曽・長良・揖斐3川下流域低地帯諸郡の比重が著

しく低下しているのに対し，美濃山地北部から飛騨山地帯に続く美濃加茂・

加茂・郡上・益田・大野諸市郡の比重が増大しているのが注目される。相対

」
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太い活宇の数字は、岐阜県に対する割合。

岐1；L県統、llパ（IIII・5、25）および　岐阜県蚕糸業統；；十（43） による。
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的地位の地域的．変動は，桑園において顕著で，．とくに飛騨地レ：；二ついて・7．・．る

と，桑園比爪の宮しい増大にかかわらず，低生産性の故に，その収田額の1巴

位においては、桑園ほどの向仁がみられない。

　　美濃ならびに飛騨山∫也帯におけろ養蚕比lnは，このように西濃の低」’酬；：に

お1ナる桑園減少にf半って相対的な増大をみているが，このような国向（よ，近

年，山地部においてとくに進展している桑園の新規造戎＝集川秦園・・’）造llミに

よる絶対的な．桑園面ifl（の拡大とともに，いっそう顕著にぶ一・てい〃。

　　　「集団桑園．］はt’i’1．初，全国にお：ナる養蚕近代化推進のさきがげとな’tた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛R）

岐阜県のいわゆる近代養蚕の技術体系基盤確、‘t：のために、そ．ハ強い助成に．ミ

・

）て新規に造成されたほ；ま2／ia以上の桑園の集団で，その託，袈業構造こり：1《ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　t：ン

事業による造設も進み，最近び）造成団地の．数は棚｝二及んている。面1・：はL（II－16

hctで，県桑園面積の約24％を占め，全国最大となってい㌃．．規摸二51z4三二

のものが大部分てーあるが，それを二えるも・りも26を数え／一・ii’均は2．61r（、・・『一

　　　パくい

ある。第1図に　　　　　　　　　　　　　　　　　／ひソこノ1－v，
ll　　　　 　　J　　　　　　　　 ’・一：

　　　1　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lよれば、飛騨な

らびに美1農μ」」也

に巾心的な分布

がみられ，とく

に乗鞍西麓に集

il．iしているo

　　集団桑園：よ，

　　　　　　　　　りこのようにての

大部分が山川も

しくは山J也帯に

創設されており，

ほとんどが山麓

や山腹斜面の山

⑤。、［園

　　 　　 　　 　　 　　 　　こ
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第1図　市郡別桑園面積と集団桑匡毒（岐｝；；，県）
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林，原野等を開墾してtiYf植されたものである。機械（ブルドーザー）によって

山成りもしくはテラス状に造成されている。協業組織をとる69組合の集団桑

園についてみると，傾斜度は最大30度前後にも及ぶものがあり，また標高は

200～700〃iの問のOl）が最も多いが，朝H村（大野郡）および高鷲村（郡上01；）

に！∫いては，900〃1前後のものもいくつかみられる。

　このような，集団桑園造成のための開墾の進展は，明治期から大正期にか

1テての同じ桑団拡張を日的と一：1一る川墾に次ぐ，二次的な桑園（耕地）の拡大

　　　　　　　　　　りとみなすこと乃1二きよう○
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桑園10a当り収繭量の変遷
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　　岐阜県は，児統51’Jl（昭・5，15）およ0ご岐阜県蚕糸業統計（25以降），全国は農林省農林

　　経済局統計調在部：養蚕∬1；門総合統川・川　昭・43　による）

　ところで，集団桑園の造成は，このような大規模な桑園を基盤に，従来の

良蚕に代り，生・・間上の飛躍日｛」な向Ilを意図して実施されたものであるが，そ

・’）実i’lij’はどうか，ま’］‘、岐阜県について桑園10〈ビ1］りの収繭量の変遷をみる

とピ∬2去）、従k　とくに戦前においては，全川の’iこ均を大きく｝麦駕してい

たが，戦後は著しく低下して、ほほこれに近いものにな・，ている。最近よう

三く戦前水準をこえているが，まだ十分に回復したとはいいきれないよう

だ，このような土地生産性の低下傾向は，桑園立地の移動と関連がある。す

なわち，既に触れたように，最近の岐阜県において，生産性の高い低地部の

桑園が減少して．山間部へと立地のiftl心が移動しつつあることと相対応する

t，・・）である。

　集団桑園の場合を、先の69協業組合についてみよう。第3表に見るよう

に，1戸当りの桑1・：・1面積は，協業桑園の場合46‘tで，一般の2．3倍と著しく

たきくなっていろ。また収繭II｛：については，25んgの拡大がみられる。このよ
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99　3表　　岐阜県養蚕の現状（付朝日村）　昭・41

岐
阜
県

集団桑園（協
業）養蚕家

県　　計

朝
日
村

飼
数v
戸

　
　
③

蚕
　
養
育

　戸
　556
18，991

68

217

桑　園桑園面積 収　　　繭　　　量
耕讐数1葛1誌り1811蕊り1・・a当・
　　戸
　582
21，024

94

277

　　　び
26，571

426，530

5，171

7，500

46

20

55

27

・9，・91！・7笥・89

2・928’513　1⇒　　69

10，852

29，716

　　　　　　　

160　1　26

137　1　　40

岐阜県は69，朝日村は10組合にっいて。桑園10a当り収繭量は39年設立（未飼育）の大広・

黒川の2組合（いずれも朝日村）の桑園1，・OOOaを除いて計算。県および村の合計は蚕糸業

統計，協業養蚕家は実態調査表により算出。

うに1戸当りの経営規模は著しく拡大しているが，土地ならびに労働生産性

については，一般との格差がきわめて大きくなっている。桑園10　a当りの収

繭量は，協業養蚕家においては3Wで，県平均よりも30㎏も下まわってい

る。また繭1㎏当りの労働時間についてみても，協業養蚕家の平均は岐阜県

　　　　　　　　　ゆ
のそれをこえている。

　このような集団桑園ないし協業養蚕の低生産性は，とくに集団桑園の位置

的，地形的ないしは土地的条件に根本的な原因があるように考えられる。す

なわち，集団桑園は山麓や山腹斜面に位置するものが多く，一般に癖地で，

また高地に位置するため，自然災害，とくに霜害を受け易いこと，開墾後間

ないうえに，広大な面積を占め，更に傾斜地であるために，栽桑管理に多く

の労力を要し，しかも労力不足のためにそれが不十分で，雑草が繁茂して桑

樹の生育を著しく阻害していること，施肥，とくに有機質肥料の投下が不足

するため土壌改良が進まないこと，などがあげられる。このような傾向は，

集団桑園に限らず，山間部桑園に共通的にみられるもので，最近の岐阜県養

蚕における生産性の停滞もかかる桑園の比重増大によるものである。

　比較的肥沃な平担地に桑園を所有する一般養蚕家では，管理も行き届き，

したがって生産性も高いが，集団桑園においても，標高が低く，平坦地の条

件のよいところのものについては，一般と変らぬ高い生産をあげている。

L＿一一
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注tl）岐阜県農務部蚕糸課；岐阜県査糸業統計

　　（2）農林省蚕糸局：蚕糸業要覧　195S．

　　（3）岐i；t県では，昭和29年に蚕糸業振興5力年計画を樹立したが，その際，桑園・

　　飼育・経営の抜本的改革を図って，いわゆる近代養蚕の技術体系を確三し，それ

　　　の県下への普及に努めた。これが，全国養蚕近代化のさきが：ナとなっ二こ、つてあ

　　　る。その基本的な具体策は，集団桑園・稚蚕共同飼育・年間条桑育・富菜化等の

　　　実施であった〔岐阜県農務部蚕糸課：近代養蚕　昭・39二。

　（4）岐．lli．県における農業構造改善事業（第1次，昭・37～44fF度）は，7！｝地或て施

　　行されたが，そのうち養蚕を基幹f乍Ll　i：．含むものは22地域；こみられ，：川．7々）

　　　集団桑園の造成改良が行なわれている。

　〈5）岐阜県蚕糸業統計　昭・41．

　（6）農林省岐阜統計調査事務所：岐1；Σ県農業の動き　昭・42　p．93．

　（7）養蚕協業経営実態調査表　昭・41岐阜県蚕糸課蔵

　（8）拙稿：蚕糸業地域の構造に関する比較研究一乗鞍山麓と西濃輪中一　人文

　　地理　17－4昭・40．

　（9）戦後において，ほぼ戦前水準の70kgをこえたのは，34・35・42・43≒二つ41t；1の

　　みである。

　（10　たとえば，岐阜県では，昭和42年の場合4．0時間であったが，協業☆蚕家にお

　　いては，前年のものであるが4．5時間となっている〔農林省岐阜統計調査事務所：

　　農産物の生産費　昭和42年度生産費調査結果　p．15ならびに前掲7⊃資料．。

　（11）協業集｜』桑園69組合のうち．標高100〃2以下は，神海（本巣郡），｛〔！：木協○濃

　　市）の2つだが，10a当り収繭量は前者が82．9句，後者ik78kyで，1、・す・Lも県’ド

　　均を大きくこえる。高冷地，とくC：　700mをこえると，その生産性，b．．S5t　iって落

　　　ちている〔前掲（7じ。

皿　米と繭の生産構造

1　朝日村の土地利用

　集団桑園の集中的な分布地域である朝日村について，その中心的三農業土

地利用の状況をみよう。

　（1）桑園の変遷

　朝日村は，乗鞍岳の西麓，御岳山の西北麓に位置し，飛騨川の上流域とそ
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の支流である青屋川ならびに秋神川の流域に発達した河岸段丘の上面や，山

麓崖錐の緩斜面上などに分布する大小24の集落から形成され，1965年農業セ

ンサスによれば，総戸数781戸，農家数はそのうちの64％，497戸である。総

耕地面積は319　haで村域面積の2％にすぎず，1戸当り64　aである。山林面

積は4，958haであるが，そのほか762haの草地がある。村域の最低部である西

端の小谷ならびに見座地区集落の標高が720〃揃後という高冷地山村である。

　朝日村は，岐阜県における集団桑園造成の核心であり，その協業組合数は

現在10を数える。先の第3表に見るように，その面積は51．71　haで，全桑園

面積の69％を占め，収繭量は4割近い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　エリ
　飛騨地区は，藩政時代から養蚕がさかんで，いわゆる飛騨桑と称する喬木

仕立ての立通し桑園による養蚕が，第2次大戦後も引続き行なわれていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
朝日村における桑園面積は，大正元年に15．5haであったものが，昭和初期に

　　　　　　　　　　　　　　　　　くむ
おけるわが国養蚕の最盛期ころには40haと約2．6倍にふえている。その後も

若干の増反が進んだようで，戦中は，食糧増産のため，桑樹が掘り取られて

縮小したとはいえ，25年において42．9haがみられた。しかし，このような桑

園面積についてみられる振幅は，低地帯（輪中地帯を中心とする）のそれに比

べると著しく小さいことは，既にみたとおりである。これは養蚕（桑園）が

交通不便な山間村における恰好の現金収入源として，強く固執されている結

果であるが，朝日村を含む飛騨地区の桑園が，従来は，立通しを主としたた

め，刈桑を中心とする低地帯の専用桑園と違い，間・混作園や，あるいは畦

　　　　　　　　　　　くめ
畔に植えられたものが多く，したがって，増植や転換に際して刈桑園のよう

にはっきりした面積増減の形をとらなかったことにもよると考えられる。

　その後，27年には，桑園改良5か年計画が立てられ，刈桑専用桑園への改
　　　　　くあハ
良が進んで，朝日村の養蚕は積極的かつ本格的に回復と振興の途に向ったが，

このような養蚕の発展の気運と傾向は，全国的な桑園減反の期である34・5年

ころにおいても変らず，以後の，集団桑園と協業養蚕の発展へと続くのであ

る。
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　朝日村の集団桑園造成は，30年に，県の近代養蚕振興策に呼応して下朝日

の見座地区の農家が，美女高原上に約2　haの中刈仕立の桑園を開墾造成した

のが最初で，その後引続いて村内各地に造成され，また協業養蚕は，35年に，

見座の同集団桑園において3戸

の農家が共同飼育所を建てて始

めたのが最初であるが，構造改

善事業の初年度である37年に

は，岐阜県唯一のパイロット

地区として見座・小谷・甲の

3地区が指定を受け，以後，多

くの集団桑園が開設され今日に

至っている。その分布状況は第

2図の如くである。集団桑園は

すべて山に登り，山腹や高原上

部の開墾地に位置する。

　②　農業構造改善事業と土地

　　利用

　　　　　　　　　　　　　｛G｝

　　　　　　　　　　　　■1匝】2

　　　第2図　朝日村の集団桑園

昭和44年　1集団桑園，2集落。B美女高原，

K釜野台地，M見座部落。①旧見座第1，
②袖野，③日面，④宮ノ越，⑤牧戸，⑥小谷

前平，⑦甲前平，⑧甲蛇抜，⑨岩須ガ洞，⑩

大広，⑪黒川，⑫万石，⑬立岩，①・⑫・⑬

以外は協業組合所属。

　朝日村の農業構造改善事業は，とくに米作・養蚕・畜産（肉牛）の経営改

善と発展を目途に，総事業費2億1，000万円余を投じて施行されたもので，パ

イロット地区は37～40年度に，第1次事業区（上切地区）と第2次事業区（万

石地区）は，40～42年度と42～44年度に実施されている。補助事業（事業費

19，188万円）の中心をなす土地基盤整備作業（11，880万円）としては，圃場（区

画）整理，集団桑園造成改良，草地造成改良が進められており，既述のよう

なさかんな集団桑園の造成は，この事業の進展に伴うものである。近代化施

設（7，308万円）としては，とくに養蚕関係には事業費の54％が投ぜられてお

り，壮蚕共同飼育所51棟のほか稚蚕共同飼育所の設置が行なわれている。

　構造改善事業の施行によって，朝日村の養蚕は著しくその規模を拡大した
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が，とくに桑園についてみると，県’F均より7‘I」集団桑園協業養主llにつ

いては，同じく県より9a大きくなっている。さらに後者について1組合当

りの平均をみると，県C±3．9haであるが朝日村は5．2haとなっており，県下に

おける先駆的かつ代表的な大規模省力養蚕地域として注目を集めていろ。

　朝日村の農産物販売額においては，米・繭・牛が最も多く，tくに米と繭

についてみると，43年の場各，米の販売農家数は400戸，養蚕は278戸で，販

売額は6，183．8万円と3，734．7万円となっており，その比率はほほ5：3てあ

るが，現金収入のうえに占める地位は漸次縮まってきている。肉牛の販売額

は4，325．4万円である。

　朝口村の水田面積は，1965年センサスでは184．3・haで総経営耕地面積の58

％を占めるが，ほとんどが一毛作田である。昭和初期に比べ約20haの拡大が

みられるが，これは昭和7年に完成した万石・上ケ見・浅井・大広地区の耕

地鯉，撲に伴う1緬ねると・うが大きく，また今回の喘改善の区酪

理事業に伴う水田化面積は約24haで，パイロット地区151妬第1次および第

　　　　　　　　　　　　　　　　ハ2次施行区は，4．1haと4．9haである。区両整理の対象は85．4加で朝Il村経営

耕地総面積の約27％，水田の46％を占めている。

　次に朝日村の農業において，米作・養蚕と並んで爪：要なウェイトを占める

牧牛についてはどうか。朝口村の和牛飼育は，いわゆる半舎半牧の形式がと

られ，春融雪後山野に放牧し，晩秋積雪期の前に山から一ドして舎飼してい

る。このような移牧に類似した飼育形式は，東隣する高根村と三もに古くか

らみられたもの翌：°明治初期，既1・，西洞地区・・約・5・h（1の放牧場・あり・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バまた昭和初期には，村内に12か所，1，485haの放牧場があった。　当時は馬も

相当数みられた。

　現諾の放牧場は9か所，99．・2haとなっており・そのうち4か所・45211・｛調

有地を使用しており，私有地が340haを占めるが，残る200ha　e　k高根村有地で
（14）

ある。肉用牛頭数は戦後漸増してきたが，構造改善によって4か所，26・haの

牧草地が，見座・黒川・胡桃島・桑野等の地区に造成されたほか，放牧施
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設，牛舎，畜産センターの建設が進み，更に融資によって123頭が導ノ、され

た。肉牛の地区農業経済に占める地位は，今後いっそう増大しよう。とくに

朝「1村には，耕地面積の約2．4倍を占める762haの草地があり，現在の放牧場

のほかに，その適地は約300／laといわれており，将来に期待がもたれる。

2　見座地区の米作と養蚕

　以ヒ述べてきたように，朝H村においては，米作・養蚕・和牛の3者が甦

業ないしは農家経済の基本構造を形成している。しかし，その実際的な経営

について分析するとき，集団桑園の始まった昭和30年ころを変容の契機とし

て，続く農業構造改善rli：業は，その深化を著しく促進している。

　ところで，朝日村における農業の変革は常に，飛騨川の下流部，すなわち

村の入口である西端部から始まっている。この度の改善事業の最初の施行地

域（パイロット地区）もそうであり，更に養蚕についてみるなら，大戦後にお

　　　　　　　　　ゆ
ける根刈桑園の普及や，集団桑園の造成，また協業養蚕もここから始まって

いる。

　いま，このような先進地域の一つである見座地区を取り上げ，その米作と

養蚕経営の構造について分析し，変容の態様をみよう。

　（1）区画整理と集団桑園の造成

　まず，地区農業構造の基盤をなす耕地，とくに水田の区画整理についてみ

る。見座地区の耕地，とくに水田は，従来部落背後の美女高原上にある見座

沼を水源とする川水路（西谷川）と，青屋川から引水する岩瀬用水路によっ

ていたが，とくに後者における水路の老朽化に伴う漏水と断面不足等による

川水量の不足のため，33年ころより，用水路の改良新設と畑地閉田を含めた

区画整理への気運が高まり，その結果，35年に日面用水土地改良区が設立さ

れ，見座地区のほか，久々野町の小屋名・大西地区を含めて，川水路につい

ては岩瀬用水の改良延長工事（日面用水と改称）が35～40年度に，また区画整

理は39～40年度に，実施された。見座地区においては，大部分が40年度にパ

イロット補完事業として実施されている。
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　　　　：：’s3［．，くl

l　L菜；．謁．　　2　呂：ltal　jJII

・．i〔側は岩．頓lll　71

11・jfJ“二材［．．一・ら

　1＜11“i整｝璽｝｝1∫の：IJ也害llと＿L玉也不り用　（し！鱈元」也1＜：）

　　．、3ぷ田，4宅地，A～Bの太い破線ば，

く、西側は見座沼（西谷川）を用水源とする。但し，
弔lil↓寸ζ隻穿ミ｝㍑」口．改差いji：務㌦）Cd斗ア〔らひ：1こ5JLJ．：て．の聴Ji．llこ

　昭和37年ころ

Jilガ．こ；！1オミ1HJ：ζ6Yド，

　　　　jip．　’｛E：撒日1！’ii

　　　　　　よるし

　　　　　　塚　野

　　　　　　　　　　；）’f4【．（［　　］た三］llE・iび）・iz）也｝rl　（見1生」也“．）　　　iiT「｛不日44‘干

点線は’｝堺，地名は字名，その他の要領はすべて第3図と同じ。ナにお：釜野地区

の実際の位置は，図より，南西方向に若干ずれる．／

　㌃3ならびに4図は、区両整理施IS・前後の上地割および利川の状況を示し

た：．．’）である。．．！｜婆本の区画面手～，iは20αを単位としており，整理前の1，221筆は

轄1．1：㍑志二1∫いては4分の1に近い337筆とな・．、ている。また所有者別の団地
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トリ
数をみると，換地前後において428→174と変っている。

　このような一筆当り耕地の拡大と所有耕地の集団化は、能率とノU隻性”／大

きな向上をもたらしていることぱいうまでもない。

　用水源ぱ、図に見るように当初，地区の東部が岩瀬用水，西側の水田二1見

座沼によっていたが，現在は日面用水に統一されている○見座沼の用水、ri　illi

谷川からIJ面川水路に流入するよう施工されている。

　次に，利用面についてみると，間田によって水田面積は約1．6倍（吐9→

23．－1ha）へと著しく拡大しているが．施行前において河畔部（セノィ地区東∴D

と山つき（宮ノ越・釜野地区）にみられた比較的まとまった畑地域は，現在は

全く水田化している。とくに釜野地区は，比高約30〃zの高位段丘上面に広が

る約51ia（久々野町を含めると10加余）の大部分が桑園の畑地帯であったが，日

面用水路の開設とともに，ポンプアップによって，地区では最も早く39年度

にすべて水田化された。釜野以外において寸、．区両整理された地域には多く

の桑園が散在していたが，これらはそのほとんどが消滅した。

　1戸当りの耕地面積は、施行前後において，87　a→1．24haへと著しく増大

し二いる。

　このように、耕地整理の進展に伴い部落周辺の桑園はほとんど水田化した

が，しかし，桑園は地区から消滅したのではなく，部落背後の標高S｛〕0～9Uo

〃1の美女高原に一大集団桑園として転移したのである。現在，山間の美女高

原上部には、久々野町に属するのを合わせて約2611tzの大桑園地帯が現出して

いるが，見座地区のものは袖野・ll面の2協業組合に属する151iaと、その他

の約6h（1である。既に述べたように，ここの間墾は、30年に．見座の10数戸力

豊家が．見座沼の東部，字袖ヵ原地区の山1木を手間墾して21taの中刈桑1日を

造成したのが最初である。このいわゆる原野桑園は，その後漸次拡大さIL，

35年には全国で最も早い時期に，N．M氏等3人が見座第一組合を組織して
　　　　　　　　け
協業経営を開始し，その注目を集めた。更に37年には，構造改’、書’1渓の1溺

に伴い袖野・「1面2協業組合農家16戸によって集団桑園造成のため・り大1，ili，ill
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な開墾が行なわれ，また久々野町小屋名地区養蚕家の集団桑園も同じころ造

成されて，今日に至っている。

　傾斜は，一般に5～10度程度であるが，部分的には20度くらいのところも

みられ，高原上部はほとんど限度いっばいに開拓が進んでいるように見受け

られる。大部分が山成り状に造成されているが，傾斜のとくに著しい高原東

端部の日面地区の4．4・haはテラスの形態をとっている。桑品種は剣持・新桑

2号を主とし，一の瀬も僅かみられる。中刈仕立となっている。

　当初，袖ガ原の開墾桑園では，蚕畜一体経営の意図のもとに10α当り300

本程度の疎植を実施して，牧草を間作するいわゆる草生栽培を行なったが，

今日も引続き約2　haVCレッドクローバー・オーチャードグラース等が栽培

されている。しかし，間作は桑樹の生育を阻害し，生産性を低下せしめるた

め，その後の造成になる他の桑園では行なわれていない。既に述べたよう

に，広天な桑園の管理徹底は，少人数の家族労働では困難で，雑草の繁茂が

著しい。これらは刈取ってサイn詰にされる。ここは標高が高いうえに，低

部は沼（見座沼）を貯えるほど湿潤で，霜害に屡々見舞われている。

　見座地区の他のもう一つの集団桑園（宮ノ越協業養蚕組合）は，部落背後の

5～8度の山麓傾斜地の原野を開墾して，約3　haが造成されている。袖野・

日面の集団桑園と同じ37年に開かれたものである。

　現在の見座地区における耕地面積は50．81ha，うち水田は23．4ha，桑園は

26．01haで，整理前よりそれぞれ15．08，8．52，10．99ha増大しており，土地

利用面においては，桑園と水田の地位は逆転して，桑園面積が最大となって

いるo

　②　米と繭の生産構造

　生産性・生産技術　耕地整理あるいは集団桑園の造成改良といった土地基

盤の整備によって，米作や養蚕経営の近代化はどのように進みつつあるか，

またその構造変化についてはどうか，まずその生産技術と生産性についてみ

よう。
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　もともと飛騨地区においては，米作への依存度が高く，作付面積も年々漸

増しつつあって，10　a当りの収量をみても県下では最も高く，更に増加の傾
　　　　　　　　くゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イェび

向を示している。稲作技術も県内で最も進んでいるといわれるが，見座地区

ではどうか。具体的に，まず苗代についてみると，保温折衷苗代は既に普遍

化しているが，被覆陸苗代はいまのところごく一部の農家に限られている。

これは管理にきわめて多くの労力を要することのほかに，畑（普通畑）面積の

狭小なことが普及を制約しているようである。間断潅水法は，最近一般化し

てきている。施肥についてみると，基肥として多くの農家で厩肥を利用し，

追肥には購入肥料を用いる。有機質肥料としては稲藁・山草も用いるが，山

草は最近減ってきている。年3回程度共同防除を行なうが，除草について

は、このほかたいていの農家で手取りを1回は行なっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆレ
　水稲品種としては，飛騨地区に最も多い銀河1号（中生）がここでも最も

多く，これにレイメイ（早生）・ヒグ28号（中生）が続くが，44年の場合・そ

れぞれ水田面積の33，20，9％に作付されている。見座地区は，朝日村の他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しり地区に比べて最も多くの品種が栽培されているが，近年，早生種のウェイト

が高くなり，また短幹品種が増え，漸次陶汰が進んでいる。更に44年に，構

造改善補助事業によるライスセンターが設置され，同年秋から機能を開始し

たか，現在みられるような雑多な品種の統一はいっそう促進されよう。

　同じく，補助事業の近代化施設として，地区には2台のトラクターが導入

されたか，現在は十分な機能を発揮していない。44年春には約10haを耕転し

　　　　ゆたに留まり，依然，従来の耕転機が広く使用されている。整理区画単位の20

aは広すL！一るという意見も聞かれ，農家は，従来の農業技術に強い執着をみ

せている。

　経営ないし技術の結果的，総合的な表現とみられる10α当りの収量はどう

か。朝日村ては，飛騨川下流部の見座および小谷地区が最も収匿が多いが，

見座では、植壌土の肥沃な水田が大部分を占めるセノィ地区，とくにその

　　ゆ一 Sf旧」は最も生産性が高く，600～700㎏の収量があるが，今度の改良事業
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によって開田されたものや，下方・段保地区のいわゆる「新開」の水田は相

当落ちる。44年収量の平均は486㎏で例年より若干少ない。

　養蚕は，30年以後に始まる集団桑園の造成と協業養蚕の実施によって，面

目を一新した。とくに大規模化と省力化の進展は最も大きい変化である。現

在（43年）の養蚕家は24戸であるが，平均桑園面積は1．08ha，収繭量は396㎏

ときわめて大きくなっている。朝日村において年間300㎏以上の収繭をあげ

ている大規模養蚕家41戸のうち，見座地区の農家が4割近い16戸を占めてお

り，いわゆる主業養蚕家といわれる500㎏以上は，17戸中9戸を占める。ベ

ストテンには7戸が入っている。最大は1Zに近い。

　経営は実質的には個人分担方式をとり，桑園間に散在する簡易ハウスで現

地飼育を行なっている。年4回の多回飼育が普通である。2齢までの稚蚕は

共同飼育している。桑園の集団化によって栽桑管理は著しく能率化した。飼

育面においては，集団桑園化以後，交互伐採法によって年間すべて条桑育が

実施されている。上族については柴取り法が一般に行なわれ，自然上族法の

普及率は低く，この点改良の余地が大きい。美女高原までは，部落より九十

九折の坂道2～3ムの距離があり，その結果，高原上の集団桑園の造設は自

動車普及の契機となった。

　生産性については，既にみたように，各地の集団桑園に共通的な土地生産

性の低さは，ここでも同様に認められる。たとえば，袖野組合養蚕家の10・a

当り収繭量は33ke，日面の場合27．lleg，宮ノ越29．4tcで，県平均を大きく下

　　　ゆ
まわる。美女高原では，晩霜による被害をほとんど常習的に受けており，効

果的な対策のないまま，不安定な生産状態が続いている。

　以上，米作と養蚕の生産技術・生産性について概観したが，きわめて並列

的な記述に終った。しかし，いうまでもなく両者は，それぞれ独立的な経営

体系をとるものではなく，地域ないしは農家において，一体的，また総合的

な経営の構造をもつものである。この点について，両者の相関的な関係を，

労働面から，とくにそれぞれの労働の時期や配分の状況等を分析することに
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よって，明らかにしよう。

　労働配分　見座地区における養蚕および米作の主要労働の時期は，第5図

のとおりであるが，両者のとくに爪要な労働については，ほぼ完全に切離さ

れている。

月 1 ，2　　3 4　15　　6　　7　　8 9 10　11 12

養　蚕

　　←一一一4　　　　　　－一司
勇定施肥春　蚕初秋蚕　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　晩秋蚕　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　晩々秋蚕

　申防除・草刈

稲　作

レー→　　　←一◆トー一→　　　　　　　一
苗代　↓㌧　除草（諏り）　田植準備・田植　　　　　　　　　　　防　　　　　　　　　　　除

収　穫出荷

和牛飼育

9－⇒一・一一一・一■・●司一一・．’．

　　舎
・　・．・・　　　　　司　‥一⇒　　　　　　　　一

飼　　サイロ詰　干草作り一

　　　　　　放　　　　　牧

●　　　　　　　　　　　　．．．．・

　舎 飼
，，．

　　　　　　　　　第5図　見座地区における主要労働の時期

　　　　　　　　　波状線は委託作業，点線は分散的労鋤を示す。

　このように、養蚕・米作それに牧牛を中心とする地区農業の生産の態勢が

労働的に確立されたのは，集団桑園養蚕の普及と期を一にしている。一般に

養蚕地帯では，春蚕期において米作（田植え）労働との競合傾向がみられる

が，見座地区においても，かつて立木桑園利用の小規模なfl刮人養蚕のころに

は，この時期における労働百複が著しかった。しかし今日では，稲の・早期栽

培の普及によって田植え時期が著しく早まっており，また養蚕については、

2齢まで（約101］1間）の稚蚕飼育は共同飼育所で行なわれる結果，各戸にお：ナ

る飼育は3齢以後となり，その間に著しい時間的余裕がみられるようになっ

た。しかも，最近，地区養蚕の爪点は晩秋蚕へと移行し，かつて最大の収繭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．量をあげていた春蚕の比，f1lci著しく低下しており，したがって5～6月にお

ける養蚕労働の負担は著しく弱まっている。また，その間の掃立は2～3回

に分けて行ない，各戸の飼育は期間は長くなるが，時期的な集中を避けるよ

う工夫されている。現在，田植えは6月早々の春蚕掃立日までには終了し，
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中旬の各戸飼育の始まるころまで約10間の余裕がある。

　春蚕の一ヒ籏が終るころから，水mの防除が始まる。初禾火蚕期と重なるが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
防除1乍業は，依託による共同防除が，きわめて短期間のうちに行なわれ，問

題はない、また初秋蚕飼育量は年【旧で最も少なく，したがって，その労働負担

量もきわめて小さい○「1括tの手取り作業は，春蚕上籏直後から行なわれる。

　蚕期中．最も・「t点の置かれている晩秋蚕はどうか。晩秋蚕期は普通2回に

分：ナて掃立てられ，8月初句から9月中句まで及ぶが，その間，水田につい

ては水管理に配慮を要する程度で，まとまった労働は不必要であり，地区の

労働力は、大半養蚕に投下されている。9月中句にヒ籏も最終を迎えるが，

それから稲刈開始まで数日の余裕があって，この．間は繭の収穫や後始末，稲

収穫の準備等に当てら1れる。

　繭出荷．二いずれの蚕期においても，」二籏後7～10日めにffなわれるが，1

ないし2日で終るc

　以上のた；くで，米作と養蚕の主要労働の時期は完全111iP［6｛が回避され，そ

れぞれの労働のiil・i，」和的な配分が可能となっている。地区袈業のもう一つの柱，

畜牛；1／’・’．t”：は，田植えの始まる時期にそのほとんどを川へ上げて放牧（「山

上げ」）L、稲刈りの終るころ，農家へ連れ帰る（r川一ドげ」）が，その間は2人

の管理人に委せて，各農家の子数は省かれているo冬季問の農閑期に各戸で

飼育さオ、’：二

　万6パ：、3戸の地区農家につL・て，年間の実際の労働ll肥分の状況をみた

ものであ・二⊂4～10月にか：ナては，労働旦はほぼ訓1和的に案分されており，

ごわだ・けこピークぱみられない。しかし，いずれも水田作が著しく省力化さ

れていえLに対し，養蚕の労働量はきわめて大きくなっているのが注日され

る：養張　大規模経営が，耕地区画の整理とそれに伴う水］：lii栽培の合理化や

省力化C．進展とあいまって可能となっていることがうかがわれる。両者につ

いては雇傭こみられるc米作は田植えと稲刈期に，養蚕は晩秋蚕の上籏期に，

主として『1；：落内から女子を雇っている。一部にゆいもみられる。かつてゆい
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　　　　　第6図農家の労働配分状況
　Y．0家（参照，第4表　1）16）：（r）耕地面積162α（内訳．水田46，

桑園114，その他の畑2），山林1．9ha，＠労働力（家族）男1人，女

1人，③雇用（臨時，上図には含まず），男養蚕37時間（9月），女

米作50（5月），同養蚕228（7・8・9刀），④TnJl：　o，⑤昭43．4～

44．3問の配分状況。T．　Y家（Nα2）：（r‘259a　（水田153，桑園100，

その他畑6）、山林25ha，②男1人，女1人，他に浦助各1人，③女

米作270（5・6・10刀），同養蚕180（8・9月），①9頭（うち肥育

牛2頭は股牧せず），◎43．12～44。11。S．S家（M7）：①158a（水

旧101，菜園50．その他畑7），1⊥［林9．　41ta，②男1人．女1人，③

女米rl“24（6月）、同養互ξ48（9J］），ゆい女米作16（6　J］），①2頭，

’143．12～44．11、

1’いるが，多頭飼育による労働量のいっそうの増大が望まれる。図のT．Y
cづ

宏，二おいては9頭を飼育し，そのほかなめこの栽培なども行なっているが，

それに伴って冬季間の労働は著しく増大しており，このような方向をよく示
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　　　　　　　　　　ピむ
しているように思われる。裏作は，現在，地区を通じてほとんど行なわれて

いない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆり
　飛騨地区でも，小規模な個人養蚕地帯では，養蚕労働は老人や婦女子に委

せられている傾向があるが，朝日村においても，小規模養蚕家ではそのよう

な傾向がみられる。しかし，集団桑園養蚕家では，男女をUlj2，ず足幹労働力

をこれに傾注しており，養蚕が米作と並んで主業n勺地位を占めている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くトリ
　見座地北の繭販売額は米の7割に近く，牛のそれを大きくこえている。

　以上のような調和的，安定的な労働配分の態勢は，先にも触れたように．

昭和30年ころから始まる集団桑園養蚕の進展に伴って確立されたものである

が，しかし，＊作・養蚕・牧牛3老を中心とする農業経営の方式は，朝ll村

においてはふるくからみられたもので，年間におけるこれらのより合理的．

調和的な労働態勢確立への努力もまた，従来から継続されきたったものてあ

る。すなわち，夏季の山上における放牧形式も，恰好な地勢条件のほかに、

養蚕と水稲作継続のために普及し，一般化したと考えられるし，また，稲ハ

早期栽培の普及や，春蚕比厄の低下と晩秋蚕中心への移行も，相互関辿的，ぷ

意義をもち，／トnの調和的，一体的な経営態勢の硝1立へつながっている。

　構造改善事業は，このような地域農業の性格と傾向のいっそうの深化を促

進したところに大きな意義が認められるのである。

　（3）　農家の構造一とくに惇・兼業について

　見座地区農家の専・兼業構造について，とくにその特徴的な面を考察すろ

　（ijty　4　ノミ）o

　全国主要養蚕県のうち，岐阜県における兼業率は，全牲家・養虫農家いず

れについてみても全国一位であり，なかでも飛騨地区の養蚕家は全国最高を

　　　　ゆ示している。もともと，わが国の養蚕家ないし養蚕地域にtざいて：撒，専業的

性格が強いといわれてきたが，近年，養蚕農家における兼業1ヒの進展は一’般

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゆ
農家を上まわり，むしろ兼業的性格が強くなっている，

　飛騨地区農村の場合，その多くは経営規模のきわめて零訓な山間村である
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第4表　見座地区農家の経営構造
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　44年現在，但し耕地および山林は1965年農業センサス（耕地整理にf半い，その後若干

の変動がある），収繭量は43年。兼業にっいて，専→専業，1一第1種兼業，2→第2

種兼業，○→恒常的勤務，△→臨時雇い，×一自営，1記号は1人を示す，（林）は林

業従事。収繭量の区分，A→100㎏未満，　B→100～300，　C－300～500，　D→500～700，

E→700以上c所属組合，宮→宮ノ越袖→袖野，日→日面の各協業組合，（見）→1日見

座第一組合，なお．組合員ではあるが養蚕を行なっていないもの（4戸）は省いた。

ため，必然的に労働力の農業外流出をもたらして兼業を一般化し，また現金
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収入源として養蚕を固執せしめてきた。兼業種類としては，被傭と自営を問

　　　　　　　　　　　　　ねわず林業が中心をなしている。朝日村においてもかかる傾向は変らぬ。しか

し見座地区についてみると，現在，専業農家率は34％と著しく高い。とくに

養蚕家のみについてみると，それは43％に更に高まっている。これは平均の

経営規模が村内17地区（大字）中最大であるということのほかに，やはり農

業経営の構造にその要因が考えられる。飛騨地区の養蚕は，たとえば馬瀬村

　　　　　ゆにみるように，従来，一般に小規模で，このことが兼業と養蚕の共存を可能

にしており，労働的にみて，兼業（山林）が主として男子，養蚕が女子とい

う男女労働の分業の成立が，その基盤をなしていた。しかし，集団桑園によ

る養蚕家やその普及地域においては，既にみたように基幹労働力をこれに投

入して，労働的には米をこえるほどの重要な地位を占めるに至っている。見

座地区においても，集団桑園が軌道にのる以前においては，現在より兼業率

は高く，とくに基幹労働力で兼業に従事するものが多かったが，今日では，

養蚕家のうちの兼業家で，主人が農業外の労働に出るのはほとんどみられな

いo

　集団桑園による大規模養蚕の成立と普及は，このように基幹労働力を農家

に滞留せしめるとともに，地区農家の兼業への傾斜を阻止して，農業中心経

営への復帰と強化に大きく作用している。

　兼業の内容をみると，ここは朝日村および他の飛騨地区のそれとは違い，

所有山林の狭小なこともあって林業関係はきわめて少ない。恒常的な勤務が

主で，兼業農家25戸のうち16戸を占めている。兼業者は26人であるが，最も

多いのは自動車運転の8人で，そのうち7人ば恒常的な勤務者である。林業

兼業者は4人にすぎない。

　このような恒常的勤務者の増大の結果は，兼業家の第2種兼業への深化と

なってあらわれており，兼業農家のうち14戸を占めている。いうまでもなく

これらは小規模経営層にかたまっており，専業農家は中規模以上に多い。

　地区農家においては，構造的，階層的にみて，このように集団桑園養蚕を
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中心とする中規模以上層の専業農家と，恒常的な勤務兼業を主とすろ小規模

層の第2種兼業家との二分化ないしは分極化の傾向が顕著に進展しつつあ

る。

注（1）朝日村誌　昭・31　Pp．313～314．

　（2）岐阜県益田郡誌　大・5　p．326．

　（3）内閣統計局：農業調査結果報告　昭・4．

　（4）昭和43年の飛騨地区と岐阜県における混作桑園ならびに見積桑園は下巽の如く

　　で，飛騨地区では全体の21％を占め（岐阜県は8％），現在なお立通桑園の多く

　　残存することを示している。

　　　＼　　　　本桑園　　混作桑園　1見積桑園　　　　汁
　　　　　　　　　　M’＿’

　　　一飛　　廻・79：Z6iilei、－15・・357・・1　・・486　・5・…

　　　岐　阜　県　　376，198；　23，526｛　　8，、945　　4，8．669
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

　　　　飛騨地区は，高山市および益田・大野・吉城3郡の合計，岐阜県蚕糸業統計こよるこ

　（5）朝H村誌　P．315．

　（6）朝日村農業構造改善事業の概況は下去のとおり（次頁）。

　（7）朝日村経済課資料

　（8）朝日村第一耕地整理組合iこよる。大正10年事業開始，昭和7午に．・二．：1した一1．li］

　　　　［工i前1積糸勺32乃α　〔）PJI口t寸∴ε　P．　255’，つ

　（9）朝日村農業構造改ll；1事務局資料

　　（10）　　朝日‡寸【↓ε　p．　308．

　（11）上野福男・高校地理研究会：御岳・乗鞍周辺の地理　　高冷地山f：r－’中心とし

　　た地理学的研完一昭・44　1）p．233～240．

　　〔12）　　1；男口木iSEL志　　p．　30S，

　（13）以下，構造改善事務局ならびに経済課資料．

　r’1・025年～412頭（飼育戸数268戸），35年一527∫・∬（33CJ戸、．40∫1こ～61氾：（31、6川

　　　〔世界農業，同農林業，中間農業の各センサズ。

　　（15）　　｝；1月日季手i｝t”　　p．　315，

　洞　構造改善事務局ぞξ料。

　⑰　美女高原（袖ガ原）に約10071；の小屋を建て，｛｛肋原の32〈zと，乏野の36utの

　　桑園を利用して現地飼育を行なった。

　（18）農林省岐阜統訓’調査事務所：昭和42年産　稲f乍概要一収量成．シニニその要因

　　　一　　r｜召・44　P．4．
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朝日村農業構造改善事務局資料

ll9）　　i打∫｛易（18）　　Pp．　21・・一・23．

120）農林省岐阜統計調査事務所：岐阜県農業の動き　昭・42Pp．38－’40，飛騨地域

　における銀河1号の面積普及率は35．6％，これに次く“ふ系52号は11％。

四　50　a以上栽培されている品種（うるち）は9種に及ぶ。他地区では多いところ

　て4種〔朝日村経済課資料）。

（∋　もっとも，他地区（古瀬・立岩）の区画整理事業に出動している。

倒　従来，一般に，「古田」は見座沼の用水によるもの，「新開［は岩瀬用水路（明
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　治初年完成）に依存する水田を呼んでいた（第3図参照）。それぞれの生産力に

　ついてみると，古田は単位収量が高いわりに，セノイ北西部にみられる湿田地帯

　は500たg以下に落ち，格差が大きいが，新開は割合平均しており，500　kg前後と

　いう。しかし，この度の耕地整理によってこのような差は漸次めだたなくなって

　おり，更に，用水源も口面用水路に統一されて，かかる呼称も過去のものとなり

　つつある、

倒　養蚕協業経営実態調査表　昭・41，但しこのころは，桑園造成後間がなく，十

　分な生産力をあげていないように思われる。

e・S）朝日村における春蚕の割合の変遷をみると，昭和25年（総収繭量13，763侮）

　97・8％，35年（36，072ん9）63・6％，43年（44，716krJ）41．8％と漸次低下し，今日

　では夏秋蚕（初秋・晩秋蚕）中心となっている、なお43年における夏秋蚕の内訳

　は，初秋蚕13．5％，晩秋蚕44．7％で，3蚕期中晩秋蚕が最大〔25・35年は世界農

　業および同農林業センサス，43年は岐阜県蚕糸業統計二L

（L）6）3回程度，1回1口ですむ。

の　菌床なめこ，いまのところ地区では数戸が栽培するのみだが，将来性がある。

㈱　しかし，頭数拡大については問題点が多い。これについてはあと（むすび）に述

　べるが，とく；こ見座では専用の放牧場のないのが致命的である。現在使用中の

　「千町牧場」は，隣接高根村有地で，使用期限の問題もあって，農家の頭数拡大

　に対する意欲は相当高いにもかかわらず，その実現を困難にしている。

（∋　かつては，サイロ用のライ麦など作られたが，集団桑園で牧草間作を行ない，

　また畦畔の草など利用するようになって，2毛作はなくなった。

捌　たとえば，馬瀬村（益田郡）の場合〔拙稿：山地養蚕村の労働力構造一飛騨

　山地における一　岐阜経済大学論集　1－1　昭・42〕。

［，ll）44年についてみると，見座地区の販売額は米1，033．7万円．繭669．7万円，1卜

　367．3万円で，その比率はほぼ10：7：4〔朝日村経済課資料：。なお，この年，

　繭の生産は霜害で著しい不作であった、

幽　拙稿：前掲⑳

園　拙稿：日本の養蚕地域における農家兼業の性格と構造　地理学評論42－5

　1969．

（34）1965年農業センサス；二よれば，飛騨の益田・大野・吉城3郡において，兼業農

　家の32．2％が林業関係のそれに従事している、これに次ぐのが恒常的な職員勤務

　の16．5％；

問　拙稿：前掲｛fi”）

CSu）1965年農業センサスによれば，所有山林の1戸当平均は，朝口村10．5　ha（471

　戸）に対し，見座は’卜分以下の4．9ha（39戸）、
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IV　む す び

　従来，朝｝」村の農業経営構造については，米作・養蚕ならびに和牛がその

基本的な構成要素をなしており，3者の経営は定着したものとなっていた，

ただ，以前は，とくに養蚕と牧牛についてはいずれも小規模て，また生産性

も低く，稲作に付随して，副次的，副業的な地位に留まっていた二

　しかし，とくに養蚕についてみるとき，それは30年ころから茎しく独自的

また白立的な展閉をはじめ，朝H村のかかる農業構造は大きな転桟を〕互1え

る。すなわち，既に27年には桑園改良5か年計画が樹立，施i∫さ！ら30fl訪・

らは集団桑園養蚕が，また35年からは協業大規模養蚕が，いす．｝t　1．見座地区

においてまず実施されたが，この時期における朝日村の養蚕は，ft　gたま，

29年ころから始まる岐阜県の，いわゆる近代養蚕の推進とも呼亡Lていっそ

う顕者な進展をみた。37年以降施行された構造改善事業は，かかる領向を更

に促進して，養蚕の，地域経済ないし経営のうえに占めるけ二でトを著しく

増大せしめた。

　当村の中心である西部地区を対象に施行された改善事業は，ね乍・養五・

　　　　　　　り肉牛を基幹作目として，土地基盤整備と経営近fLICヒ施設の設置を押し進めた

が，刺礫は，地区農業のもつ，伝統的かつ戊、鉢的韻；館の構造三［圭格ぼア

彫りにし，新しい態勢のもとにお：ナるそれの深化と発展に大ごくil・司してい

る。今H，朝H村においては，かつてみられたような養蚕の稲作への糸‘1治と

　　　　　の
小規模付随性は全く過去のものとなっている。

　ところで，この事業のもつ構造改善のねらいは，土地恩劇、’三備を迄施寸る

ことによって，水田の労働生産性を飛躍的に向上し，｛1］．た余剰労働力によっ

て養蚕の経営規模拡大を可能にするというものであったが，このようなねら

いは一応成功しているようにみえる。見座地区において，米作・養蚕・畜牛

を中心経営に置く専業農家の増大と基幹労働力の農業への滞留の傾向の著し
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いことは，‘1撲の，自立経営農家の育成という意図達成のある程度の成果を

端的に示すものであろう。

　しかし，改善事業は一方では，このような自立専業農家と小規模経営層と

の格差を大きくして，かかる零細農家の兼業への傾斜，すなわち第2種兼業

化を促進し，その結果，両者の分化ないしは分極化をますます顕著にしてい

る。

　今日，米・養蚕・和牛3者共存の経営態勢は，労働配分の分析にみるよう

にほぼ確立されている。しかし，既に指摘したように，いくつかの’fi：要な問

題点も認められる。たとえば，経営の合理化，近代化を口的に集団桑園の造

成が行なわれたにもかかわらず，栽培・飼育いずれの面においても，まだ改

良の余地が大きく，土地ならびに労働生産性のいっそうの向上が望まれる

し，また冬季間の労働力費消に大きな問題点が残っている。とくに冬季の労

働については肉牛頭数の増大によってある程度のカバーが可能であると思わ

れるが，現状では不十分であり，しかもその生産拡大のためには，放牧草地

の確保とその改良，市場価格の安定等といった先決問題が残されている。こ

のような多くの問題点にもかかわらず，広大な牧場適地と採草地，春～秋に

かけての農業繁忙期における放牧の経営慣習など，規模拡大の基本的な下地

は整っており，これの実現は比較的容易なように思われる。現在，朝「1村に

は1頭の乳牛もみられないが，その導入も考慮されてよかろう。

　朝n村の農業は，このように伝統的な養蚕・米作・肉∠1二飼育中心の経営へ

のよりいっそうの傾斜と徹底（それは，従来のような米作付随的な形ではなく，3

者鼎立の経営の形で）によって，今後における，白立し，安定した農家経営構

造の確、i，1を達成することができよう。見座地区の事例は，そのような方向と

期待をよく示しているように思われる。

注（1）地区別；二は，パイロソト地区がi「Eft；・肉牛，第1次（上切）地区は養蚕・肉

　　牛・米，第2次（万石）地区は米・肉牛を基幹作日としたものであった。

　12）御園喜博：蚕糸業の経済構造　商業的農業の構造分析・第1部　昭・3S　Pp．
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25～63，養蚕の稲作への結合とそれへの付随性，補充性，また従属化は，今日，

わが国において支配的だという。

：付記〕

　本稿の作成にあたっては，岐阜県蚕糸課，農林省岐阜統計調査事務所のほか，朝

rl村役場，とくに経済課および農業構造改善事務局に多大のご援助をいただいた。

多忙のなかを多くの時間をさいて懇切なご教示を賜わった見座地区農家の方々とと

も．二，記して感謝の意を表する。


